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決　

算
？
・
・
・
年
度
内
（
４
月
か
ら
翌
年
の
３
月
末
）
の
収
入
と
支
出
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
住
民
に
対
す
る
財
政
上
の
責
任
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
将
来
の
財
政
運
営
に
役
立
て
る
も
の
。

会　計　別 歳　入 歳　出 内　　容

一 般 会 計 185 億 3,453 178 億 9,239
歳入＠ 34 万 1 千円（前年比 21,795 円・6.8％↑）
歳出＠ 32 万 9 千円（前年比 22,799 円・7.4％↑）

特

別

会

計

国民健
康保険

（ 事 業 ） 54 億 5,227 53 億 7,308
加入世帯 8,917、被保険者 18,245、保険税＠ 92,010 円
医療費＠ 231,245 円、特定検診受診率 34%

（ 直 診 ） 2 億 2,195 2 億　737 診療件数 10,246 件（前年比 244 件↓）

老 人 保 健 3 億 6,929 3 億 5,116 後期高齢者医療制度に移行につき、平成 20 年 3 月分のみ計上

後期高齢者医療保険 3 億 1,418 3 億 1,154 保険料 @36,674 円

介 護
保 険

（ 事 業 ） 23 億 8,276 23 億 3,717 被保険者 11,023、要介護認定者 1,320（認定率 12.1%）
保険料＠ 36,651 円、給付費＠ 193 万 8 千円
高齢化率 21.2％（前年比 0.6%↑）＊ H21.3 月末現在（サービス） 337 276

下 水 道 21 億　569 20 億 9761 処理区域 808ha、普及率 29.3%（前年比 0.2%↑）

農 業 集 落 排 水 3 億 4,169 3 億 3,414 処理区域 317ha、普及率   6.4%（前年比 0.4%↓）

戸 別 浄 化 槽 6,246 6,186 28 基を設置（5 人槽 20 件、7 人槽 8 件）

霊 園 1,546 1,536 40 区画を募集、38 区画の利用申込

企
業
会
計

病 院
収益的収支 3 億 8,594 3 億 4,730 外来患者数 46,326（前年比 4,254 ↑）

入院患者数 12,780（前年比 6,979 ↑）
病床利用率 43.8%（前年比 24.0％↑）資本的収支 2,074 6,379

水 道
収益的収支 7 億 2,257 5 億 9,289 給水件数 13,737 件、給水人口 41,766 人（普及率 93.0％）

総配水量 445 万㎥（前年比 44,724㎥↑）、有収率 84.9%
1 日平均配水量 12,205㎥、施設利用率 62.3%資本的収支 6 億 9,091 9 億 4,363

＊＠マークは市民 1 人当たりの額を表しています。						        （単位：万円）

　平成 21 年の第３回目となる定例議会が 9 月２日から 18 日までの会期で開かれ、平成
20 年度の決算認定を含む 28 件の議案と２件の請願について審議しました。

平成 20 年度決算  全 11 会計
　歳入  316 億 2,387 万円

　　歳出  309 億 3,213 万円

平成２１年 第３回 定例議会
９月２日～ 18 日「決算議会」を開催

   歳入歳出 決算額 （全 11 会計別）

（9 月 30 日 羽鳥小学校の稲刈り）
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実質公債費比率　１５．１% 

H20 決算

自
治
体
財
政
健
全
化
法
？
・
・
・
自
治
体
の
全
会
計
か
ら
出
資
す
る
団
体
の
負
債
ま
で
を
監
視
の
対
象
に
、
自
治
体
財
政
の
悪
化
を
早
期
に
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
19
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
。

   市の財政は健全か！  市が抱える借金・将来の負担は？

　昨年度から自治体財政健全化法に基づき、各年度の決算ごとに財政健全度を判断する各指標
を公表することが義務付けられました。平成 20 年度決算時点での状況をお知らせします。

｢ 今、返済している借金は？ ｣

（単位：％）

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｈ２０ 15.1% 13 位 12.8% 25% 
（18％）Ｈ１９ 13.3% 28 位 13.2%

＊順位・平均は、県内 44 市町村との比較および
　県内の平均。順位は上位ほど悪く下位ほど良い

◇財政の何を診断？
　1 年間に自由に使える収入のうち、どれくら
い借金返済に充てたのかを見る比率です。この
過去3年（平成18～20年度）の平均になります。
この数値が高いということは、自由に使える財
源が少ないことを意味します。
＊（18％）に達した場合にも、新たな借金をす
る際に許可を要するなど一部制限となる。

◇１．８％上昇の要因は？
　昨年度に比べて１．８％上昇した要因は、こ
れまで算入していなかった国営土地改良事業に
対する負担金のうち借金返済相当分が加算され
たことによります。

｢ 将来負担していく借金は？ ｣

（単位：％）

項 目
小美玉市

平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｈ２０ 124.9% 17 位 95.7%
350%

Ｈ１９ 106.2% 24 位 105.2%
＊順位・平均は、県内 44 市町村との比較および
　県内の平均。順位は上位ほど悪く下位ほど良い

◇財政の何を診断？
　１年間に自由に使える収入に対して、市の負
担となる借金が何倍に及んでいるのかを見る比
率です。借金が将来にわたり財政に与える影響
の大きさが分かります。これを家計に例えると、
借金（連帯保証人として潜在的な債務も含む）
が、年収の何年分に相当しているのかといった
感じです。

◇１８．７％上昇の要因は？
　昨年度に比べて１８．７％上昇した要因は、
下水道事業の借金返済に対して、市の一般会計
から補てんしたことによります。

将来負担比率　１２４．９% 

20 年度決算は基準クリア！ 基準を超えると市民への影響は？

　財政健全化法に基づく比率のうちひとつでも基準を超え、早期健
全化団体となった場合には、早期に財政の健全化を図る計画の策定
が義務付けられ、人件費の削減や各種使用料等のアップなど市民に
も痛みを伴う自助努力が要請されます。この平成 20 年度の決算にお
いて早期健全化団体となった市町村は、全国で約 1800 あるうち 21
市町村が該当となり、このうち 19 市町村は ｢実質公債費比率化｣ が
基準を超えたことに起因しています。
　本市ではいずれの比率も早期健全化基準には達していません。し
かし、昨年度よりも数値は上昇し県内平均を上回っていることから、
これらを踏まえた健全な行財政運営が求められます。

決算書には前年度の市の実績全てが
つまる。監査委員の審査報告とともに
提出され、次の新年度予算を決めるま
でに議会の認定が必要となる
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   景気対策で大型補正予算を追加も 政権交代の余波が 学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
？
・
・
・
給
食
セ
ン
タ
ー
で
複
数
の
学
校
の
給
食
を
一
括
し
て
調
理
し
各
学
校
に
配
送
す
る
方
式
。
本
市
で
は
、
当
面
、
旧
小
川
・
美
野
里
地
区
の
全
11
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
分
を
調
理
供
給
す
る
予
定
。

　９月 30 日、第４回の臨時議会が開かれ、給食センター建設工事の請負契約締結に関する２議案を
可決しました。平成 21 年度当初予算において給食センター建設費として約 16 億円が計上されており、
今後、年度内には工事を完了させ、来年の第 2 学期からの開設を目指して各種準備が進められます。

第４回  臨時議会（9/30）審議結果
No 議案の内容 結果

■契約の締結（2 件）

95 工事請負契約の締結 賛成多数

目的：学校給食共同調理場建設工事（建築・電気）
金額：7 億 6,524 万円、方法：一般競争入札

96 工事請負契約の締結 賛成多数

目的：学校給食共同調理場建設工事（機械）
金額：6 億 480 万円、方法：一般競争入札

   来秋の開設へ  給食センター建設が始まる　 「第４回臨時議会」

主な議案

経済危機対策交付金を活用し予定される主な事業

・耐震補強工事（羽鳥・上吉影小学校）
2 億 1,700 万円

・学校の地デジテレビ、パソコン購入
3 億 4,700 万円

・エコカー公用車、消防車輌購入　   4,900 万円

　9 月議会に提案された一般会計の補正予算は総額 12 億 5,134 万円。これは国の「地域活性化・経
済危機対策臨時交付金」を活用して各種事業を行うため、事業費 7 億 5,202 万円が計上されたことが
主な要因です。また、このほか昨年度に引き続き実施される「かしてつ跡地バス専用道化」、「給食セ
ンター建設」両事業の事業費追加等により大幅増となりました。
　しかし、新政権の公約実施に伴う国の補正予算の見直しの動きから、これまで昨年度に引き続き実
施予定の ｢子育て応援手当て｣ が支給停止となるなど今後の影響拡大が懸念されています。　　　　

　　　　 （議案 71 号関連）

給食センター（完成予想イメージ図）

  BRT 事業化に着手  かしてつ跡地を市道に認定
　8 月末、かしてつ跡地を保有する（株）鹿島
鉄道から用地の寄付を受けたことに伴い、石岡
市境から旧常陸小川駅手前までの市内 4.23km
区間を市道に認定しました。また、BRT 事業に
要する道路や待機所の工事費等として 7,308 万
円を追加し、茨城空港の開港に合わせた実証実
験の開始を目指し整備が進められます。

（議案 71、92 号 関連）

羽鳥小学校とともに補強による耐震化が進め
られる上吉影小校舎

国道 355 号線に隣接する旧四箇村駅
（栗又四ケ 地内）
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 審議結果

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
？
・
・
・
国
の
平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
交
付
金
。
自
治
体
が
行
う
地
球
温
暖
化
対
策
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
安
全
・
安
心
の
実
現
、
そ
の
他
地
域
活
性
化
等
に
資
す
る
事
業
に
対
し
交
付
さ
れ
る
。

No 議案等の名称　～内　容～ 結
果 委員会審査

■条例の制定（1 件）
2 市議会議員の政治倫理に関する条例
（議員提出議案） ◎ － －

～議員の政治腐敗を防止するための措置等を規定するもの～

■条例の一部改正（3 件）
68 特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁償に関する条例 ◎ 市 ◎

～小川文化センター活性化委員会の設置に伴うもの～

69 国民健康保険条例 ◎ 文 ◎
～法改正に伴う出産一時金の関係規定の改正～

70 廃棄物の減量及び処理に関する条例 ◎ 市 ◎
～美野里地区の不燃ごみについて、平成 21 年 11 月から
　処理手数料を無料化するもの～

■平成 21 年度   補正予算（10 件）
71 一般会計

補正額 12 億 5,134 万円↑
◎ 各 ◎

72 国民健康保険（事業、直診勘定）
事業勘定）補正額 2,309 万↑
直診勘定）補正額 1,764 万↑

◎ 文 ◎

73 老人保健
補正額 1,812 万↑

◎ 文 ◎

74 後期高齢者医療保険
補正額 2,281 万↓

◎ 文 ◎

75 下水道事業
補正額　48 万↓

◎ 建 ◎

76 農業集落排水事業
補正額 463 万↓

◎ 建 ◎

77 戸別浄化槽
補正額 560 万↑

◎ 建 ◎

78 霊園事業
補正額　10 万↑

◎ 市 ◎

79 介護保険（事業、サービス勘定）
事業勘定）補正額 2,404 万↑
サービス）補正額　　 5 千↑

◎ 文 ◎

80 水道事業
収益収支）補正額 1,339 万↓
資本収支）補正額　900 万↑

◎ 建 ◎

９月  定例議会  審議結果（全 30 件）

〝 審議結果の表記・見方 〟
[ 審査委員会 ]
　総：総務、文：文教福祉、市：市民経済
　建：建設、各：各所管委員会
[ 賛否 ]
　◎：全会一致、○：賛成多数、×：賛成少数

No 議案等の名称　～内　容～ 結
果 委員会審査

■平成 20 年度   決算（11 件）
81 一般会計 ◎ 各 ◎

82 国民健康保険（事業、直診勘定） ◎ 文 ◎

83 老人保健 ◎ 文 ◎

84 後期高齢者医療保険 ◎ 文 ◎

85 下水道事業 ◎ 建 ◎

86 農業集落排水事業 ◎ 建 ◎

87 戸別浄化槽事業 ◎ 建 ◎

88 霊園事業 ◎ 市 ◎

89 介護保険（事業、サービス勘定） ◎ 文 ◎

90 病院事業 ○ 文 ◎

91 水道事業 ◎ 建 ◎

■その他（3 件）
92 市道路線の認定 ◎ 建 ◎

～市道小 10912,10913,10914 号線、市道玉 5326 号線～

93 動産買入れ契約の締結 ◎ 総 ◎

～高規格救急自動車の買入れ契約の締結～

94 動産買入れ契約の締結 ◎ 総 ◎

～水槽付消防ポンプ自動車の買入れ契約の締結～

■請願・陳情（2 件）
3 気候保護法（仮称）の制定を求める

請願書（継続審査案件）
紹介議員：福島ヤヨヒ

◎ 市 ◎

4 教育予算の拡充を求める請願
紹介議員：市村文男 ◎ 文 ◎

９月 定例議会 日程
日程 会 議 等 の 内 容 傍聴

２日 本会議
（開会、議案上程、質疑、委員会付託）

１名

４日 総　　務 常任委員会 －

７日 建　　設 常任委員会（～８日） －

９日 市民経済 常任委員会
議会運営委員会 －

10 日 文教福祉 常任委員会（～ 11 日） －

15 日 本会議  一般質問（～ 16 日） ８名

17 日 議会広報 委員会 －

18 日 新市建設計画推進 委員会
議会運営委員会
本会議

（委員長報告、討論、採決、閉会）

2 名
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補
正
予
算
に
12
億
５
千
万
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気
対
策
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業 

速
や
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に
実
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般
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計
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正
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算
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。

Ａ　

国
か
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の
景
気
対
策
と
し
て
の
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金
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入
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主
な
も
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で
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。

Ｑ　

実
施
す
る
事
業
は
。

Ａ　

主
な
も
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は
、
学
校
関
係
で
小
学

校
施
設
の
耐
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補
強
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
や
教
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
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備
。

ま
た
、
エ
コ
カ
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の
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入
、
消
防
団
の
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業
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に
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が
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よ
う
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配
慮
す
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と
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に
、
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急
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札
や

発
注
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手
続
き
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願
い
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い
。

調
定
額
（
市
税
）
？
・
・
・
年
度
中
に
納
め
て
も
ら
う
べ
き
税
額
の
合
計
額
。
こ
の
う
ち
実
際
に
収
入
と
な
る
も
の
、
未
納
の
ま
ま
残
る
も
の
、
時
効
に
よ
り
消
滅
と
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
合
計
が
調
定
額
と
な
る
。

　本会議で付託された 28 件の議案等について、４日から 11 日にかけて行われた各常任委員会で審

査しました。

　各常任委員会での審査について、主な質疑応答の内容をお知らせします。

　   委員会 審査 Ｑ＆Ａ
　　　　　提出された議案等についての審査経過

医
療
セ
ン
タ
ー
送
迎
バ
ス
拡
充
を

Ｑ　

昨
年
度
、
新
し
く
送
迎
車
を
２
台

購
入
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　

今
年
度
か
ら
美
野
里
地
区
の
一
部

を
含
め
た
ル
ー
ト
を
新
た
に
追
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
廃
止

し
て
ワ
ゴ
ン
車
２
台
で
送
迎
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
は
市
内
５
ル
ー
ト
を
送
迎

し
、
帰
り
は
必
要
に
応
じ
て
自
宅
近
く

ま
で
送
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　

美
野
里
の
一
部
地
域
は
ど
こ
か
。

Ａ　

６
号
国
道
よ
り
医
療
セ
ン
タ
ー
側

の
地
域
で
す
。

Ｑ　

住
民
か
ら
美
野
里
地
区
の
巡
回
を

も
っ
と
広
範
囲
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
。

Ａ　

関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
推
進

Ｑ　

子
宮
が
ん･

乳
が
ん
検
診
時
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
の
内
容
は
？

文
教
福
祉

（委員）
島　田
山　本
笹　目
小　川
藤　井
岩　本

20
年
度
決
算
を
踏
ま
え
て

経
済
変
化
に
応
じ
得
る
行
政
運
営
を

Ｑ　

人
件
費
の
状
況
は
。

Ａ　

一
般
会
計
の
中
で
人
件
費
が
占
め
る

割
合
は
約
24
％
で
す
。
前
年
度
と
比
べ
て

約
１
億
円
の
減
額
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

在
任
特
例
期
間
の
満
了
に
伴
う
議
員
定
数

の
減
と
、
職
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
職

員
数
の
減
が
主
な
要
因
で
す
。

Ｑ　

景
気
悪
化
に
伴
う
市
税
の
影
響
は

Ａ　

平
成
20
年
度
の
市
税
収
入
額
は
前

年
度
と
比
べ
て
約
３
千
万
円
の
減
収
で

し
た
が
、
調
定
額
は
約
71
億
３
千
万
円
、

前
年
度
に
比
べ
て
約
１
億
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

滞
納
対
策
は
。

Ａ　

市
と
し
て
は
収
納
特
別
対
策
室
を

設
置
し
滞
納
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
徴
収
が
困
難
な
案
件
に
つ
い
て

は
、
茨
城
県
租
税
債
権
管
理
機
構
等
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

に
よ
り
、
合
併
以
降
、
収
納
率
は
毎
年

上
昇
し
て
お
り
、
20
年
度
は
昨
年
度
に

比
べ
て
約
１
％
伸
び
て
い
ま
す
。

　　希望ヶ丘公園のコスモス畑
　　　　　〝 サザエさん 〟で放映中

　ＴＶアニメ「サザエさん」（フジＴＶ毎
週日曜午後 6 時 30 分から）のオープニン
グに本市「希望ヶ丘公園コスモス畑」が放
送中です（期間 10 ～ 12 月まで）。
　これは県央地域 9 市町村を中心とした
県内の観光・特産品ＰＲのため実施される
もので、今年度予算にその負担金 42 万円
が計上されています。

総　
　

務
（委員）
木名瀬
田　村
野　村
大　宅
村　田
荒　川
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早
急
に
（
仮
称
）
整
備
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
中
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

Ｑ　

現
在
、
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
地
が
整

地
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
工
事
計
画
は
？

Ａ　

こ
れ
か
ら
す
ぐ
に
水
道
の
引
き
込

み
、
流
末
排
水
工
事
な
ど
と
併
せ
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
本
体
の
建
設
に
も
入
っ

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
は
建
物
が
完
成
し
、
来

年
９
月
か
ら
稼
動
で
き
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、各
学
校
に
お
い
て
も
、

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
に
な
る
こ
と
に
よ

り
、
配
送
車
か
ら
配
膳
す
る
場
所
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
校
で
の
整
備

工
事
も
合
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

 委員会報告

よ
う
だ
が
？

Ａ　

こ
れ
ま
で
芸
能
人
を
招
い
て
歌
謡

シ
ョ
ー
を
実
施
し
て
い
た
コ
ー
ナ
ー
を
、

今
年
は
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ス
テ
ー
ジ
（
市
民

発
表
の
場
）
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
つ
り
の
企
画
運
営
委
員
に

つ
い
て
は
、
一
般
公
募
の
方
と
各
小
学

校
区
か
ら
代
表
者
２
名
を
推
薦
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
の
方
向
性
は
。

Ａ　

市
内
に
は
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る

市
民
・
団
体
の
方
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、

そ
う
し
た
元
気
な
姿
を
発
表
す
る
機
会
と

し
て
、
ま
た
、
市
民
の
相
互
交
流
の
場
と

し
て
定
着
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
更
な
る

市
民
の
一
体
感
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

11
月
か
ら
消
費
者
セ
ン
タ
ー
開
設

Ｑ　

開
設
す
る
時
期
は
？

Ａ　

今
年
11
月
か
ら
開
設
で
き
る
よ
う
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

相
談
員
の
選
考
は
？

Ａ　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
５
名
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
８
月
に
選
考
を
行
い
、
女
性

２
名
の
方
の
採
用
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

開
設
時
間
な
ど
は
？

Ａ　

月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
時
間
は

午
前
が
９
時
か
ら
12
時
、
午
後
が
13
時

か
ら
16
時
ま
で
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

市
民
に
相
談
セ
ン
タ
ー
が
出
来
た

こ
と
を
十
分
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
、

周
知
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
開
設
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
回
覧
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ
の
市
民
参
加
を

Ｑ　

企
画
運
営
面
に
つ
い
て
変
更
し
た

Ａ　

こ
の
事
業
は
国
の
補
助
を
受
け
て
、

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
を
推
進
す
る
た

め
実
施
す
る
事
業
で
、
子
宮
が
ん
検
診

が
20
歳
か
ら
40
歳
ま
で
、
乳
が
ん
検
診

が
40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
５
の
倍
数
の

年
齢
の
方
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
合
計
で
延
３
，
４
５
０

名
の
方
に
検
診
料
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

を
発
送
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

と
て
も
い
い
事
業
な
の
で
、
国
か

ら
の
補
助
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
市

独
自
で
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

羽
鳥
・
上
吉
影
小
を
耐
震
補
強

Ｑ　

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
た
め

補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
ど
の

学
校
か
？

Ａ　

羽
鳥
小
学
校
と
上
吉
影
小
学
校
の

２
校
で
す
。

Ｑ　

こ
の
２
校
を
選
定
し
た
理
由
は
？

Ａ　

昨
年
度
実
施
し
た
耐
震
診
断
調
査

結
果
の
数
値
と
建
物
の
形
状
（
２
階
建

て
、
３
階
建
て
、
平
屋
造
り
）
の
違
い

を
勘
案
し
決
定
し
ま
し
た
。

Ｑ　

調
査
結
果
の
数
値
だ
け
を
見
る
と
、

竹
原
幼
稚
園
・
堅
倉
幼
稚
園
は
、
こ
の

２
校
よ
り
は
る
か
に
低
い
が
？

Ａ　

現
在
の
財
政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、

整地され間もなく工事が進められる給食
センターの建設予定地。来年の第 2 学期
からの稼動を目指す　　　　 （野田地内）

が
ん
検
診
の
受
診
状
況
？
・
・
・
２
０
０
７
年
の
国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
が
ん
検
診
の
う
ち
受
診
率
ト
ッ
プ
が
男
性
の
胃
が
ん
検
診
で
32
・
５
％
。
乳
が
ん
検
診
で
は
20
・
３
％
、
子
宮
が
ん
検
診
で
21
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

8 月 29 日、今年で 4 回目となる〝ふるさ
とふれいまつり〟が開催。郷土芸能、キャ
ラクター・民謡ショー、花火大会などを目
当てに市内外から多くの方が来場した

市
民
経
済

（委員）
橋　本
萩　原
大和田
関　口
加　藤
福　島
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水
道
の
水
源
？
・
・
・
市
の
水
道
局
（
旧
小
川
・
美
野
里
地
区
）
の
水
源
の
割
合
は
、
市
内
16
の
井
戸
か
ら
取
水
す
る
地
下
水
が
98
・
４
％
と
県
企
業
局
か
ら
買
い
受
け
る
地
表
水
（
那
珂
川
か
ら
取
水
）
が
1.6 

％
。

応
す
る
た
め
井
戸
の
新
設
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

Ｑ　

市
内
に
は
井
戸
は
何
本
あ
る
の
か
。

Ａ　

湖
北
水
道
企
業
団
が
管
理
す
る
玉

里
地
区
は
除
き
ま
す
が
、
小
川
・
美
野

里
地
区
で
16
本
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

そ
の
中
で
敷
地
が
借
地
の
も
の
は
。

Ａ　

そ
の
う
ち
６
本
の
井
戸
の
敷
地
が

借
地
で
す
。
旧
小
川
地
区
で
２
カ
所
、

旧
美
野
里
地
区
で
４
カ
所
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

市
有
地
と
し
て
買
収
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

Ａ　

所
有
者
の
意
向
も
あ
り
ま
す
が
、

出
来
る
限
り
買
収
の
方
向
で
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
朽
水
道
管
の
更
新
状
況
は

Ｑ　

平
成
20
年
度
の
老
朽
水
道
管
の
更

新
状
況
は
？

Ａ　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
水
道

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
約
10 

km 

を
実
施

し
ま
し
た
。

Ｑ　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
終
了
の

予
定
は
い
つ
か
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
更
新
延
長
は
約
70 

km
、

達
成
率
で
50
％
に
な
り
ま
す
。
計
画
で

は
１
年
あ
た
り
約
８
km 

を
実
施
し
、
終

了
年
次
は
平
成
29
年
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　

安
定
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
優
先
し
て
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ａ　

今
後
、
配
水
池
の
建
設
な
ど
予
算

規
模
の
大
き
い
事
業
も
控
え
て
お
り
、

各
年
度
の
予
算
配
分
に
左
右
さ
れ
る
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
水
道
基
本
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

上
下
水
道
使
用
料
の
収
納
対
策
は

Ｑ　

経
済
情
勢
が
厳
し
い
中
で
、
上
下

水
道
使
用
料
の
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

Ａ　

ま
ず
、
納
期
限
内
に
納
付
が
な
い

場
合
は
、
督
促
状
や
催
告
書
な
ど
を
送

付
し
自
主
的
な
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
的
な
納
付
が
な
い
場
合

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
年
３
回
、
滞
納

整
理
の
強
化
月
間
を
設
け
、
夜
間
等
に

戸
別
訪
問
し
、
水
道
使
用
料
の
納
付
や

分
納
誓
約
書
を
徴
取
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
納
付
や
誓
約
書
通
り
の
支
払
い

が
な
い
場
合
に
は
、
最
終
的
に
給
水
停

止
な
ど
の
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

小
川
地
区
に
取
水
井
戸
を
新
設

恒
久
施
設
の
敷
地
は
買
収
で

Ｑ　

小
川
地
区
に
井
戸
を
新
設
す
る
理

由
は
？

Ａ　

現
在
、
小
川
地
区
に
は
６
本
の
井

戸
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
１
本
の

井
戸
で
も
取
水
が
滞
る
と
断
水
す
る
地

区
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
空
港

の
開
港
に
伴
う
水
需
要
の
増
加
が
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
対

ご
み
収
集
運
搬
負
担
金
の
違
い

Ｑ　

美
野
里
地
区
の
ご
み
処
理
を
行
う

茨
城
美
野
里
環
境
組
合
と
小
川
・
玉
里

地
区
を
管
轄
す
る
霞
台
厚
生
施
設
で
は
、

市
か
ら
の
負
担
金
な
ど
の
支
出
項
目
が

違
う
が
、
そ
の
理
由
は
？

Ａ　

茨
城
美
野
里
環
境
組
合
は
、
収
集

運
搬
業
務
か
ら
焼
却
等
の
処
分
ま
で
を

一
括
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の

経
費
が
負
担
金
に
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
霞
台
厚
生
施
設
に
つ
い
て
は
、

焼
却
等
の
処
理
の
み
を
行
い
、
運
搬
業

務
の
部
分
は
、
市
が
業
者
と
委
託
契
約

を
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
登
録
者
の
状
況
は

Ｑ　

外
国
人
登
録
事
務
に
関
す
る
国
か

ら
の
委
託
金
が
増
加
し
て
い
る
が
？

Ａ　

平
成
21
年
３
月
末
現
在
、
市
内
の
外

国
人
登
録
者
数
は
１
，
３
６
１
名
で
す
。

Ｑ　

国
別
の
状
況
は
。

Ａ　

主
な
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
４
４
１

名
、
ブ
ラ
ジ
ル
１
６
５
名
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
１
４
３
名
、
タ
イ
１
３
０
名
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
１
１
４
名
、
韓
国
86
名
で
す
。

取水井戸からポンプで汲み上げられた地
下水は、浄水場でろ過・滅菌された後に
配・給水管で各家庭に水道水として供給
される　　　　　 （５号井戸・山野地内）

委員会報告

建　
　

設
（委員）
市　村
戸　田
磯　辺
中　村
古　谷
山　口



　   �
議会広報おみたま 第 15 号

　　市民の声を市政に　一般質問
　　　　　　 　　　　 住みやすいまちを目指して

１． 山本　信子　（10 ページ）
　　① 薬物乱用防止ついて
	 （答弁：教育次長）
２． 藤井　敏生　（11 ページ）
　　① 観光行政について
	 （答弁：産業経済部長）
３． 山口　良元　（12 ページ）
　　① 今こそ宣言について
	 （答弁：市長）
　　②今後の市政運営は
	 （答弁：市長）
４． 福島ヤヨヒ　（13 ページ）
　　① 非核平和都市宣言を
	 （答弁：市長公室長）
　　② 選挙掲示板等の見直しを
	 （答弁：総務部長）
　　③ ハザードマップと避難訓練について
	 （答弁：市民生活部長、保健福祉部長）
　　④ 市民の翼事業について
	 （答弁：市長公室長）
　　⑤ 市民憲章等の市民周知は
	 （答弁：市長公室長）
　　⑥ 新型インフルエンザ対策は
	 （答弁：保健福祉部長）
５． 小川　賢治　　（14 ページ）
　　① 第三セクターの現況と財政への影響は
	 （答弁：産業経済部長、市長公室長）
　　② 石 岡 地 方 広 域 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に つ い て
	 （答弁：保健福祉部長）
　　③ 企業の農業参入について
	 （答弁：産業経済部長）

　　④ 実質公債費比率について
	 （答弁：市長公室長）
　　⑤ 水道給水管 布設 の無料化は
	 （答弁：水道局長）
６． 橋本　政美　（15 ページ）
　　① 耐震診断結果を踏まえた対応は
	 （答弁：教育長）
　　② 政権交代の影響について
	 （答弁：市長）
７． 島田　幸三　（16 ページ）
　　① ＢＲＴ事業について
	 （答弁：市長公室長）
　　②防災について
	 （答弁：市民生活部長、消防長、市長）
８． 戸田　見成 （17 ページ）
　　① 市の将来像について
	 （答弁：市長公室長）
　　② 行政文書保管ついて
	 （答弁：総務部長）
　　③ 空港開港と市の状況について
	 （答弁：市長公室長）
　　④ 水産業について
	 （答弁：産業経済部長）
　　⑤ 人口減について
	 （答弁：市長公室長）
　　⑥ 中学生までの医療費軽減について
	 （答弁：保健福祉部長）
　　⑦ 市長選に向け魅力ある施策は
	 （答弁：市長）

 平成２１年第 3 回定例議会
で行われた一般質問には、8
名の議員が市政に関する 26
項目について質問や提言を行
いました。
　紙面の都合によりダイジェ
スト版（一部掲載）としてお
知らせします。
　質問全文は議会ホームペー
ジまたは市内の各図書館に設
置する会議録でご覧いただけ
ます。今定例議会の会議録は
12 月頃に発行の予定です。

（本庁舎前の市民憲章 石碑）

一
般
質
問
？
・
・
・
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
や
提
言
を
行
う
こ
と
で
す
。
質
問
は
、
通
告
書
の
提
出
順
で
行
わ
れ
ま
す
。
質
問
時
間
は
60
分
以
内
・
再
質
問
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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薬
物
（
依
存
性
）
？
・
・
・
精
神
に
影
響
を
与
え
る
物
質
の
中
で
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
コ
カ
イ
ン
、
ヘ
ロ
イ
ン
、
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
等
（
合
成
麻
薬
）、
シ
ン
ナ
ー
な
ど
習
慣
性
が
あ
り
、
ま
た
乱
用
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
。

一般質問

Ｑ . 早めの指導が肝心
　　薬物乱用防止の取組みは

　　Ａ . 効果的な指導方法を検討
　　　　未実施校を含め計画的に実施 山本　信子

Ｑ 

小
中
学
校
で
の
指
導
状
況
は

　

有
名
人
の
覚
せ
い
剤
所
持
や
学
生
の

大
麻
栽
培
な
ど
薬
物
汚
染
に
関
す
る
事

犯
が
社
会
問
題
と
な
る
中
で
、
薬
物
使

用
が
人
体
に
与
え
る
影
響
等
つ
い
て
、

小
学
校
の
早
い
時
期
か
ら
理
解
を
深
め

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
薬
物
汚

染
の
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
各
学

校
で
の
取
組
み
を
伺
い
た
い
。

Ａ 

教
育
次
長　

文
部
科
学
省
が
実
施
し

た
意
識
調
査
で
は
、
薬
物
に
対
す
る
児

童
生
徒
の
危
機
意
識
の
低
さ
が
明
ら
か

と
な
り
、
学
校
で
の
薬
物
乱
用
防
止
の

指
導
徹
底
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
学
校
に
お
け
る
平
成
20
年
度

の
指
導
状
況
に
つ
い
て
は
、
８
小
学
校
、

全
４
中
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止
教
室
や

講
演
会
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
、Ｔ
Ｔ
（
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
形
式
で
の
授
業
や
、

中
学
校
で
は
保
健
体
育
の
中
で
、
喫
煙
・

飲
酒
・
薬
物
乱
用
を
取
り
上
げ
指
導
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
未
実
施
校
も
含
め
各
学
校
で

の
計
画
を
も
と
に
、
継
続
的
な
指
導
を

通
じ
て
、
薬
物
乱
用
の
危
険
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
需
要
で
す
の

で
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

国
・
県
か
ら
の
指
導
は 

Ａ 

教
育
次
長　

国
で
は
薬
物
乱
用
防
止

5
カ
年
戦
略
を
策
定
し
、
青
少
年
・
密

売
・
水
際
・
再
乱
用
防
止
の
各
４
つ
の

目
標
を
掲
げ
、
各
種
の
対
策
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
に
お

い
て
は
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通

じ
て
、
児
童
生
徒
へ
の
啓
発
・
指
導
に

努
め
る
こ
と
、
関
係
機
関
等
の
協
力
に

よ
り
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
５

項
目
の
重
点
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
県
で
も
各
項
目

に
沿
っ
て
薬
物
乱
用
防
止
の
充
実
に
向

け
た
各
学
校
へ
の
支
援
策
等
を
講
じ
て

い
ま
す
。

Ｑ 

フ
レ
ン
ド
号
の
活
用
計
画
は

Ａ 

教
育
次
長　

フ
レ
ン
ド
号
は
、
茨
城

県
警
察
本
部
が
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を

実
施
す
る
際
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
等

で
啓
発
活
動
を
行
う
広
報
車
で
す
。
車

内
に
は
各
種
Ａ
Ｖ
装
置
や
実
物
模
型
、

薬
物
中
毒
に
よ
る
人
体
へ
の
影
響
な
ど

を
示
す
展
示
物
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
視
覚
に
訴
え
る
具
体
的
な

指
導
は
効
果
的
と
考
え
ま
す
が
、
１
台

し
か
保
有
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ま

で
各
校
の
都
合
に
よ
り
、
活
用
が
難
し

い
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
各
校
や
地
域
関

係
者
等
と
の
協
議
の
中
で
、
フ
レ
ン
ド

号
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
が
ら
、

薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
一
層
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター
が厚生労働省の委託事業として、薬物
乱用防止キャラバンカーによるキャン
ペーンを行う。今年の福祉にっこりま
つり会場でもキャンペーンを実施



　   11
議会広報おみたま 第 15 号

Ｑ 

市
・
観
光
協
会
の
各
役
割
分
担
は

　

本
年
８
月
、
市
の
商
工
会
が
中
心
に
、

１
０
５
事
業
者
等
が
会
員
と
な
る
市
の

観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

茨
城
空
港
開
港
を
控
え
る
中
で
、
本

市
観
光
の
基
盤
を
作
り
、
そ
の
発
展
を

通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
広
く
波

及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、

今
後
の
本
市
の
観
光
振
興
に
お
い
て
、

行
政
と
同
協
会
の
そ
れ
ぞ
れ
役
割
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 
産
業
経
済
部
長　

市
と
観
光
協
会
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
基
本
的

に
、
市
全
体
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
な
ど
の
公
共
・
公
平
性
を
持
つ
も
の
、

ま
た
、
直
接
的
な
利
益
や
利
潤
を
伴
わ

な
い
も
の
を
行
政
が
担
い
、
個
々
の
店

舗
や
企
業
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
、
収
益
が
見

込
ま
れ
る
事
業
等
に
関
し
て
は
観
光
協

会
が
実
施
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
土
産
物
と
な
る
物
産

品
を
販
売
す
る
店
・
宿
泊
施
設
等
の
紹

介
、
体
験
型
観
光
商
品
・
特
産
品
等
の

開
発
、
将
来
的
に
は
観
光
施
設
の
管
理

運
営
等
を
観
光
協
会
の
業
務
と
し
、
市

で
は
、
他
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
国
県
等
と
の
協
議
、

各
課
題
の
調
整
、
マ
ス
コ
ミ
対
応
等
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
観
光
分
野
の
基
盤
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
市
外
へ
の
観
光
Ｐ
Ｒ
等

に
つ
い
て
様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
そ

れ
ら
を
集
約
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
に
協

会
と
の
協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

観
光
協
会
へ
の
支
援
拡
充
を

　

設
立
間
も
な
い
観
光
協
会
に
対
し
て

は
、
行
政
か
ら
の
人
的
・
財
政
的
支
援

は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

総
合
計
画
に
も
明
記
さ
れ
る
観
光
振

興
策
を
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
今

後
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
支
援
策
を
講

じ
て
い
く
の
か
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

観
光
協
会
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
か
ら
の
緊

急
雇
用
対
策
で
あ
る
〝
ふ
る
さ
と
雇
用

再
生
特
別
基
金
事
業
〟
を
活
用
し
た
支

援
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
費
用
の
半
分
以
上
が

人
件
費
で
、
か
つ
１
年
以
上
の
雇
用
を

条
件
と
し
て
、
業
務
の
一
部
を
他
の
団

体
に
委
託
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
国

か
ら
事
業
費
用
の
全
額
が
補
助
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
グ
ッ
ズ
等
の

開
発
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
支
援
と
併
せ
て
、

そ
の
他
の
各
種
対
応
に
つ
い
て
も
、
今

後
、
観
光
協
会
の
運
営
や
事
業
内
容
が

協
議
さ
れ
て
い
く
中
で
、
協
会
と
連
携

し
な
が
ら
具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ . 市観光協会が設立
　　観光振興への支援策は

　　Ａ . 協会内の協議を踏まえ検討
　　　　本市観光の基盤づくり進める

小
美
玉
観
光
協
会
？
・
・
・
今
年
８
月
21
日
に
設
立
総
会
が
開
催
。
今
年
度
の
事
業
と
し
て
、
観
光
資
源
の
調
査
研
究
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を
承
認
。

8 月 21 日、小美玉観光協会の設立総会
が開かれた。本市観光のけん引役とし
てその活躍が期待される

（小美玉市商工会館）

 一般質問

藤井　敏生

9 月 30 日、小美玉市商工会と観光協会
の主催で〝茨城空港利用促進ビジネス
フォーラム〟を開催。市内経営者を交
えたパネルディスカッション等が行わ
れた   　　　　　　（小川文化センター）
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Ｑ . 厳しい財政状況の中でも
　　市民が期待する市政運営を

　　Ａ . 中長期の財政計画を見直し
　　　　節度ある行財政運営に努める

こ
と
が
重
要
で
す
の
で
、
地
道
な
が
ら

も
経
費
支
出
の
効
率
化
を
徹
底
し
節
度

あ
る
行
財
政
運
営
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

市
長
の
選
挙
公
約
の
実
施
状
況

　

政
権
選
択
が
テ
ー
マ
と
な
っ
た
過
日

の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
、
各
党
マ
ニ
ュ

フ
ェ
ス
ト
を
通
じ
て
様
々
な
争
点
が
示

さ
れ
た
。

　

市
長
が
３
年
前
の
選
挙
で
示
し
た
マ

ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
〝
今
こ
そ
宣
言
〟
の
中

で
も
市
民
と
具
体
的
に
約
束
を
交
わ
し

て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ｑ 

今
後
の
市
政
運
営
を
ど
う
進
め
る

　

経
済
情
勢
が
厳
し
く
な
ろ
う
と
も
、

市
民
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
拡
充

を
期
待
し
て
い
る
。

　

市
税
を
は
じ
め
と
す
る
収
納
対
策
を

強
化
し
、
各
種
事
業
を
着
実
に
実
施
す

る
た
め
、
今
後
の
市
政
運
営
に
お
け
る

取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

市　

長　

地
方
財
政
の
現
況
は
、
三

位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

削
減
や
昨
年
発
生
し
た
世
界
同
時
不
況

に
よ
る
地
方
経
済
の
低
迷
と
が
重
な
り
、

収
入
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会

保
障
関
連
経
費
を
は
じ
め
と
す
る
財
政

需
要
の
増
加
に
よ
り
支
出
は
増
加
す
る

な
ど
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
る
大
変

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
況
を
踏
ま
え
、
今
後
の

市
政
運
営
に
お
い
て
は
、
将
来
の
経
済
・

財
政
環
境
の
変
化
を
見
据
え
、
中
長
期

的
な
財
政
計
画
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

こ
れ
を
基
に
市
総
合
計
画
の
実
施
計
画

の
改
訂
を
進
め
る
な
ど
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
併
せ
て
、
事
務
経
費
等
の
節
減

合
理
化
を
図
り
、
緊
急
性
を
考
慮
し
た

財
源
の
重
点
配
分
に
努
め
な
が
ら
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く

Ａ 

市　

長　
〝
今
こ
そ
宣
言
〟
は
、
平
成

18
年
の
市
長
選
に
お
い
て
、
市
が
進
む

べ
き
方
向
な
ど
実
現
性
を
担
保
し
た
具

体
的
な
公
約
と
し
て
、
51
項
目
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
度
ま
で
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
は
、
49
件
に
関
す
る
事
業
を
展
開

し
、
実
施
率
は
約
96
％
に
達
し
、
自
治

基
本
条
例
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

出
前
講
座
、
女
性
サ
ロ
ン
な
ど
の
各
種

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
３
役
給
与
の
10
％
削
減

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
約

９
５
０
万
円
を
削
減
し
、
達
成
率
は
72
・

５
％
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
削

減
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
定
員
適
正
化

計
画
の
目
標
値
と
ほ
ぼ
同
様
の
18
・
３
％

の
減
少
と
な
り
、
合
併
前
の
職
員
総
数

６
６
４
人
か
ら
平
成
20
年
４
月
現
在
で

５
４
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
残
る
２
件
の
事
業

を
進
め
る
予
定
で
、
子
育
て
支
援
室
の

創
設
、
各
地
域
の
歴
史
本
の
作
成
に
つ

い
て
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
残
り
の
任
期
内
に
お
い

て
、
全
て
の
公
約
の
具
体
化
を
目
指
す

と
と
も
に
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
〝
人

が
輝
く
水
と
緑
の
交
流
都
市
〟
の
実
現

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
？
・
・
・
選
挙
時
に
実
施
す
る
施
策
の
内
容
や
期
限
、
数
値
目
標
、
財
源
の
裏
づ
け
な
ど
明
示
し
た
具
体
的
な
公
約
の
こ
と
。
選
挙
前
に
有
権
者
の
判
断
を
促
す
と
と
も
に
任
期
終
了
後
の
事
後
評
価
を
可
能
と
す
る
。

一般質問

山口　良元

〝集中改革プラン〟と〝市税〟の実績

項目
プラン実施に
よる削減効果 市税収入額

H20 2 億 4,079 万 64 億 5,080 万

H19 1,460 万 64 億 8,113 万

H18 3 億 3,712 万 59 億　480 万
＊集中改革プランは、市の行財政改革大綱（平
　成 18 ～ 22 年度）に基づき、具体的な実施項
　目や工程を定めたもの。　
＊市税は国民健康保険税を除く
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Ｑ . 被災で問われる対応力
　　市全体での防災訓練は

　　Ａ . 防災訓練の年度内実施へ
　　　　関係機関と協議を進める 福島 ヤヨヒ

個
々
人
の
予
防
対
策
が
最
も
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
日
頃
の
手
洗
い
・
う
が
い
、

せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
マ
ス
ク
着
用
に
つ

い
て
周
知
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
乳

幼
児
、
妊
婦
、
持
病
の
あ
る
方
等
に
対

し
て
、
早
期
の
受
診
・
治
療
を
呼
び
か

け
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

世
界
の
潮
流
を
踏
ま
え

　

 

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

Ａ 

市
長
公
室
長　

恒
久
平
和
の
実
現
は
、

人
類
が
求
め
て
止
ま
な
い
最
大
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
宣
言
に
向
け
て
は
前
向
き

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
合
併
前
に
お
い
て
、
旧

玉
里
村
が
宣
言
を
し
て
お
り
、
現
在
、

県
内
34
市
町
村
で
も
、
議
員
提
案
や
市

民
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
非
核
平
和

都
市
宣
言
を
し
て
い
ま
す

　

今
後
、
こ
の
宣
言
の
実
施
に
向
け
て

は
、
過
去
の
歴
史
も
踏
ま
え
て
、
平
和

に
対
す
る
理
解
な
ど
根
底
に
あ
る
も
の

へ
の
市
民
の
理
解
が
重
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
上
で
作
成

主
体
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
を
ま
ず

は
整
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ 

市
民
と
災
害
へ
万
全
の
備
え
を

　

今
夏
の
豪
雨
災
害
で
は
、
非
難
時
に

被
害
に
遭
遇
す
る
な
ど
の
状
況
も
あ
り
、

改
め
て
市
民
と
と
も
に
災
害
に
備
え
た

準
備
・
確
認
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や

防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
市
民

個
々
の
防
災
意
識
や
地
域
の
連
携
を
促

す
取
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長　

こ
れ
ま
で
市
内
で

は
、
土
砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
に
よ
る

水
害
等
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
災

害
発
生
に
よ
る
被
害
拡
大
を
防
ぎ
、
市

民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
早
期
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
今
年
度
、
国
の
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
作
成
す
る
予
定
で
、
完
成

後
に
は
全
戸
配
布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
、
市
民
と
連
携
し
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
避
難
訓
練
を

含
め
た
防
災
訓
練
は
必
要
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
地
震
を
想
定
し

た
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
年
度
内
の
実

施
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｑ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
に
は
、
季
節
性
と
新
型
に

対
す
る
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
、
季
節
性
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
65
歳
以
上
の
方
に
２
千
円
の

助
成
を
１
回
、
３
歳
児
か
ら
小
学
６
年

生
は
１
回
に
つ
き
１
千
円
の
助
成
を
２

回
、
中
学
生
は
１
千
円
の
助
成
を
１
回
、

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
に
つ
い
て
は
、
国
で
は

任
意
接
種
に
よ
る
自
己
負
担
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
一
律
に
助

成
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
低
所

得
者
の
方
に
対
す
る
負
担
軽
減
策
が
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
国

で
は
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
等
を
含
め

て
各
種
対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
？
・
・
・
洪
水
や
地
震
、
土
砂
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
予
測
に
基
づ
き
、
予
測
さ
れ
る
災
害
の
発
生
地
点
、
被
害
の
拡
大
範
囲
や
程
度
、
避
難
の
経
路
や
場
所
な
ど
の
情
報
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
。

 一般質問

避難所として学校を含む公共施設・公
園等 44 カ所を指定。これらの確認と
併せ、被災時における一通りの対応に
ついて事前シュミレーションが大切
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Ｑ 

増
え
る
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
策

　

 

企
業
の
農
業
参
入
を
促
す
考
え
は

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
全

国
的
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
は
平
成
20
年
度
時
点
で

１
１
４
ha 

に
及
ん
で
い
る
。

　

今
後
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
農

地
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、
異
業
種
企

業
等
の
農
業
参
入
を
促
す
取
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

Ａ 
産
業
経
済
部
長　

今
日
の
国
内
の
農

業
情
勢
は
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に

伴
い
、
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
の

急
増
に
対
し
て
適
切
な
対
策
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
食
料
自
給
率

の
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
多
様
な
理
由
で
耕

作
放
棄
地
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
年
度
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
、

本
年
８
月
に
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

解
消
に
向
け
た
各
種
の
取
組
み
・
支
援

内
容
等
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
耕
作
放
棄
地
対
策
の

一
環
と
し
て
、
農
地
法
を
改
正
し
、
農

業
生
産
法
人
以
外
で
も
農
地
を
借
り
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
市

で
も
農
業
委
員
会
と
協
力
し
、
農
地
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

農
業
振
興
へ
３
セ
ク
と
の
連
携
促
進
を

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

美
野
里
農
業
公
社

に
つ
い
て
は
、
合
併
か
ら
３
年
を
経
過

し
ま
し
た
が
、
活
動
範
囲
は
市
全
域
を

網
羅
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
兼
業
・
高
齢
農
家
の
農
作
業

を
支
援
す
る
受
託
組
合
で
賄
え
る
範
囲

を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
や
新
た
な
機
械
の
導
入
等
が
課
題

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
野
里
ふ
る
さ
と
食
品
公
社

に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
県
の
補
助
事

業
を
活
用
し
て
、
新
作
物
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
加
工
施
設
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
設
備
更
新
等
が
必
要
と
の
話
し

を
受
け
て
お
り
、
今
後
、
早
急
に
対
応

策
を
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

第
３
セ
ク
タ
ー
経
営
状
況

　

 

市
財
政
に
及
ぼ
す
影
響
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

現
在
の
と
こ
ろ
、
美

野
里
農
業
公
社
・
ふ
る
さ
と
食
品
公
社

の
負
債
等
に
関
し
て
、
将
来
的
に
市
が

負
担
す
る
見
込
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
同
農
業
公
社
に
つ
い
て
は
、

平
成
11
・
12
年
度
に
農
業
近
代
化
資
金

等
の
借
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

自
力
で
の
返
済
が
で
き
な
い
状
態
に
な

れ
ば
、
そ
の
損
失
を
補
償
す
る
必
要
が

生
じ
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
事
態
を
招

か
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
、
経
営
努
力

と
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
る
こ
と
を
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . 農地の利活用促進を
　　農業活性化への諸策は

　　Ａ . 農地の利活用促進へ
　　　　各課題を踏まえ協議する

一般質問

県
内
の
耕
作
放
棄
地
の
状
況
？
・
・
・
農
水
省
が
平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
耕
作
放
棄
地
調
査
（
各
自
治
体
の
農
業
委
員
会
等
が
実
施
）
に
よ
れ
ば
、
約
９
千
ha
（
全
国
で
６
番
目
の
面
積
）
に
達
し
、
こ
の
う
ち
約
６
割
が
耕
作
可
能
と
さ
れ
る
。

小川　賢治

市内でも試行的に栽培されている飼料
用稲。減反政策見直しの動きがある中、
農地の利活用促進に向けた取組みのひ
とつとして期待される

■財団法人 美野里農業公社
　平成 6 年 3 月、美野里町が 5 千万円を負担し、
農協等と設立した公益法人。農地保有合理化事
業、農作業の受委託など農業構造の改善に帰す
る事業を行うほか、市民農園を管理する。

■株式会社 美野里ふるさと食品公社
　平成 3 年 6 月、美野里町、農協、酪農協等が
出資し設立した株式会社。現在、市からの出資
金は 2,800 万円。地域の農業資源を活かした特
産品の研究開発から生産販売までを行う。
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Ｑ . 学校施設等の耐震化促進へ
　　診断結果から今後の対応

　　Ａ . 緊急性等を考慮しながら
　　　　計画的に耐震化を進める 橋本　政美

こ
と
か
ら
、
補
助
枠
か
ら
外
れ
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
仮
に
、

廃
止
・
凍
結
と
な
っ
た
場
合
は
、
事
業

の
必
要
性
の
再
点
検
や
代
替
財
源
の
有

無
、
他
の
施
策
や
事
業
と
の
優
先
度
を

比
較
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
事
業
の

存
廃
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
報
道
等
に
よ
り
伝
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
民
主
党
政
権
が
地

方
分
権
策
と
し
て
、
市
町
村
を
重
視
し
、

権
限
や
財
源
の
大
幅
な
移
譲
を
視
野
に
、

現
行
の
ひ
も
付
き
補
助
金
を
廃
止
し
、

一
括
交
付
金
に
改
め
る
と
の
方
針
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
政
権
発
足
前
で
す
の

で
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、

随
時
、
そ
の
経
過
等
に
つ
い
て
は
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
地
方
の
優
位
性
を
活
か
し
て
市

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

補
強
な
ど
緊
急
措
置
の
必
要
は

　

 

今
後
の
計
画
的
な
対
応
は

　

過
日
公
表
さ
れ
た
小
中
学
校
の
耐

震
診
断
で
は
、
I s 

値
の
最
小
値
が
０
．

０
７
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
こ
の

状
況
を
踏
ま
え
、
緊
急
に
耐
震
補
強
を

要
す
る
施
設
へ
の
対
応
を
急
ぐ
と
と
も

に
、
中
長
期
で
の
計
画
的
な
耐
震
化
に

向
け
た
取
組
み
を
伺
い
た
い
。

Ａ 

教
育
長　

耐
震
診
断
は
、
昭
和
56
年

以
前
の
建
築
基
準
法
の
旧
基
準
の
建
物

に
つ
い
て
、
地
震
に
対
す
る
安
全
性
を

構
造
力
学
上
診
断
す
る
も
の
で
、
こ
の

中
で
示
さ
れ
る
Is
値
は
、
２
次
診
断
で

の
建
物
の
強
度
や
粘
り
、
ま
た
、
そ
の

形
状
や
経
年
経
過
の
状
況
を
考
慮
し
て

算
出
さ
れ
る
構
造
耐
震
指
標
の
最
小
数

値
を
標
記
し
て
い
ま
す
。

　

国
で
は
、
こ
の
Is
値
が
0.3
未
満
の
建

物
に
つ
い
て
は
、
震
度
６
強
程
度
で
倒

壊
の
危
険
性
が
高
い
と
し
て
、
早
急
な

改
善
を
求
め
る
と
と
も
に
、
平
成
27
年

度
ま
で
に
は
耐
震
化
率
を
９
割
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
国
の

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
事
業
を

活
用
し
前
倒
し
で
実
施
し
て
い
く
た
め
、

補
正
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
緊
急
性

の
高
い
施
設
か
ら
早
急
に
耐
震
化
を
進

 一般質問

め
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
学

校
施
設
等
耐
震
・
老
朽
化
対
策
計
画
を

策
定
す
る
た
め
、
内
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
で
検
討
し
て
お
り
、
学
校
施
設

整
備
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
改
築
を
含

め
た
整
備
計
画
を
策
定
し
、
財
政
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
、
計
画
的
な
耐
震
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

政
権
交
代
に
よ
る
影
響
は

　

先
の
衆
議
院
総
選
挙
で
の
政
権
交
代

に
よ
り
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
予
算
が

削
減
さ
れ
る
な
ど
地
方
行
政
に
及
ぼ
す

影
響
は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ 

市　

長　

こ
れ
ま
で
に
国
の
補
助
事

業
と
し
て
決
定
通
知
を
い
た
だ
い
て
い

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
有
用
性
が
高
い

建て替えによる耐震化を実施するため
スケジュール調整など具体的な準備が
進められる堅倉小学校

Ｉ
Ｓ
値
（
構
造
耐
震
指
標
）
？
・
・
・
建
物
の
耐
震
性
を
判
断
す
る
数
値
。
0.3
未
満
で
は
震
度
６
強
～
７
程
度
の
揺
れ
で
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。
文
科
省
で
は
学
校
施
設
が
避
難
所
と
も
な
る
こ
と
か
ら
0.7
以
上
の
数
値
を
求
め
て
い
る
。

ひも付き補助金？

　国から地方自治体に配分さ
れる財源のうち国庫補助金・
負担金・委託金の３つを指す。
特定の事業に対して交付され、
使途や基準が設定されるなど
制約が伴う。逆に、地方交付
税は使途が設定されない、地
方が自由に使える財源。
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Ｑ 

運
営
方
法
や
負
担 

今
後
の
方
向
性
は

　

公
共
交
通
は
地
域
の
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
事
業
で
あ
り
、
合
併
後
の
本
市

に
お
い
て
は
、
各
地
域
住
民
の
一
体
感

を
醸
成
す
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
運
営
の
方
法
や
市
の
負
担

な
ど
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

か
し
て
つ
跡
地
バ
ス

専
用
道
化
事
業
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
事
業
）
の
運

営
等
に
つ
い
て
は
、
戦
略
会
議
の
中
で
、

公
設
民
営
を
基
本
と
し
た
事
業
の
あ
り

方
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
バ
ス
専
用
道
路
や
バ

ス
停
・
待
合
所
・
駐
車
場
等
の
ハ
ー
ド

面
の
整
備
、
バ
ス
車
両
の
購
入
等
に
つ

い
て
は
、
石
岡
・
小
美
玉
両
市
が
負
担

し
、
バ
ス
の
運
行
は
、
民
間
事
業
者
自

身
が
経
費
を
負
担
し
て
行
う
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、現
在
の
と
こ
ろ
、

こ
の
事
業
者
に
は
、
か
し
て
つ
廃
線
後

の
代
替
バ
ス
を
運
行
す
る
関
東
グ
リ
ー

ン
バ
ス
株
式
会
社
か
ら
運
行
の
意
向
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

か
し
て
つ
戦
略
会
議
の
あ
り
方
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

か
し
て
つ
沿
線
地
域

公
共
交
通
戦
略
会
議
は
、
地
域
公
共
交

通
活
性
化
法
に
基
づ
き
石
岡
市
と
設
置

す
る
法
定
協
議
会
で
、
メ
ン
バ
ー
に
は
、

全
国
的
な
事
例
を
踏
ま
え
、
関
係
部
長
、

筑
波
大
教
授
、
公
共
交
通
事
業
者
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
、
地
元
市
民
、
利
用

者
代
表
28
名
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
議
の
役
割
は
、
地
域
に
見
合

う
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
利
用
計
画
の

策
定
か
ら
、
そ
の
計
画
に
基
づ
く
試
験

運
行
の
実
施
に
至
る
ま
で
の
協
議
決
定

を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

取
組
み
に
つ
い
て
国
か
ら
認
定
を
得
る

こ
と
で
、
事
業
費
に
対
す
る
支
援
が
受

け
ら
れ
、
今
回
の
補
正
予
算
で
計
上
す

る
バ
ス
3
台
分
の
購
入
費
６
，
６
０
０
万

円
に
つ
い
て
も
半
分
が
国
か
ら
の
補
助

と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
戦
略
会
議
に
お

い
て
、
具
体
的
な
バ
ス
の
運
行
計
画
を

は
じ
め
各
種
の
利
用
促
進
策
等
に
つ
い

て
幅
広
く
協
議
し
判
断
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
各
決
定
に
際
し
て
は
、

両
市
長
・
議
会
の
ご
意
見
を
十
分
に
踏

ま
え
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

軌
道
敷
・
旧
駅
構
内
の
用
地
取
得
は

　

 

鹿
島
鉄
道
株
式
会
社
と
の
交
渉
経
過
は

Ａ 

市
長
公
室
長　

軌
道
敷
等
の
用
地
取

得
に
つ
い
て
は
、
基
点
と
な
る
石
岡
市

の
動
向
を
踏
ま
え
交
渉
を
進
め
た
こ
と

か
ら
、
８
月
末
に
鹿
島
鉄
道
株
式
会
社

か
ら
寄
付
の
申
込
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
寄
付
用
地
に
は
、
石
岡
市
と
の

境
界
か
ら
旧
常
陸
小
川
駅
構
内
手
前
ま

で
の
延
長 

4.2 

km 

区
間
と
旧
駅
構
内
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
常
陸
小
川
駅
構

内
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
運
行
さ
れ
る

代
替
バ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
償
と
の
意

向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
将
来
的
に
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
機
能
を
充
実
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

再
整
備
に
必
要
な
用
地
を
取
得
し
、
公

共
交
通
の
利
便
性
確
保
と
利
用
促
進
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ . かしてつ跡地バス専用道化事業
　　協議経過と各課題への対応は

　　Ａ . 利用しやすい公共交通へ
　　　　引き続き利用促進策を検討

一般質問

地
域
公
共
交
通
活
性
化
法
？
・
・
・
地
域
の
路
線
バ
ス
や
鉄
道
等
が
乗
客
減
少
等
に
よ
り
廃
止
・
減
便
と
な
る
中
、
地
域
の
創
意
工
夫
で
公
共
交
通
を
再
生
す
る
計
画
の
策
定
や
計
画
に
基
づ
く
試
験
事
業
の
実
施
に
伴
う
費
用
の
半
分
を
国
が
最
大
３
ヵ
年
支
援
す
る
。

島田　幸三

当面の事業化区間として石岡駅から旧四
箇村駅までの約５km を整備（本市区間
2.2km）。空港開港にあわせて平成 22 年春
からの実証運行を目指す（ＢＲＴイメージ）
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航
空
需
要
に
対
し
て
、
そ
の
受
け
皿
不

足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本
空
港

か
ら
車
で
１
時
間
の
範
囲
に
３
４
０
万

の
人
口
を
有
し
、
直
近
の
航
空
需
要
に

関
す
る
統
計
デ
ー
タ
で
は
、
県
内
か
ら

空
港
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の
確
か
な

ニ
ー
ズ
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
と
併
せ
て
、
乗
り
入

れ
し
や
す
い
低
コ
ス
ト
対
応
の
空
港
で

あ
る
こ
と
な
ど
の
優
位
性
を
踏
ま
え
、

県
を
中
心
に
航
空
会
社
と
の
交
渉
を
幅

広
く
進
め
て
き
て
お
り
、
開
港
ま
で
に

１
便
で
も
多
く
就
航
で
き
る
よ
う
引
き

続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

空
港
は
人
や
も
の
、
様
々
な
情
報
・

文
化
が
行
き
交
う
場
所
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
取
り
込
む
た
め
、

地
域
の
創
意
工
夫
や
主
体
的
な
取
組
み

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
厳
し
い
状

況
下
に
は
あ
り
ま
す
が
、
来
年
３
月
の

開
港
を
目
指
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ 
霞
ヶ
浦
・
水
産
業
の
再
生
へ

Ａ 

産
業
経
済
部
長　

現
在
、
玉
里
地
区

に
あ
る
２
漁
協
が
行
う
〝
わ
か
さ
ぎ
人

工
ふ
化
事
業
〟
に
対
し
て
、
費
用
の
一

Ｑ 

空
港
の
あ
り
方
・
今
後
の
対
応
は

　

百
里
基
地
の
民
間
共
用
化
事
業
と
し

て
計
画
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
十
数

年
の
間
、
経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
現
在
、
景
気
低
迷
の
只
中
に

あ
り
、
国
内
便
の
就
航
は
望
め
な
い
状

況
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識
の
下

で
今
後
対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ａ 

市
長
公
室
長　

茨
城
空
港
の
新
規
就

航
路
線
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
景
気

悪
化
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

航
空
需
要
の
減
速
、
ま
た
、
こ
れ
に
関

連
す
る
航
空
会
社
の
経
営
危
機
な
ど
を

受
け
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
首
都
圏
の
航
空
需
要
は
、

平
成
22
年
に
成
田
・
羽
田
両
空
港
の
滑

走
路
を
拡
張
し
、
発
着
枠
が
拡
大
さ
れ

て
も
、
国
内
・
国
際
線
と
も
増
大
す
る

部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ

浦
漁
協
連
合
会
が
水
産
資
源
の
保
護
・

増
大
、
ま
た
、
環
境
保
全
を
目
的
に
実

施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
沿
岸
市
町
と

と
も
に
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
内
２
漁
協
を
含
む
霞
ヶ
浦

周
辺
の
14
漁
協
が
合
併
し	

、
沿
岸
９
市

町
に
ま
た
が
る
組
合
員
１
千
人
の
新
漁

協
と
し
て
、
12
月
に
発
足
す
る
予
定
で

す
の
で
、
市
と
し
て
も
支
援
策
等
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
負
担
の
軽
減
は

Ａ 

保
健
福
祉
部
長　

通
称
マ
ル
福
と
言

わ
れ
る
茨
城
県
医
療
福
祉
費
支
給
制
度

に
つ
い
て
は
、
小
学
校
就
学
前
の
乳
幼

児
な
ど
を
対
象
に
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
公
費
で
助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
20
年
度
、
本
市
内
で
の
支
給
者
は

５
，
７
０
０
人
、
延
べ
７
８
，
２
０
０

件
に
つ
い
て
、
２
億
１
，
６
０
０
万
円

を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
の
助
成
事
業
の
範
囲
内
に
お

い
て
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
県
内
自
治

体
で
も
独
自
の
財
源
を
用
い
て
対
象
を

拡
大
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
先
進
事
例
を
調
査
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

Ｑ . 茨城空港 国内便の就航は
　　景気低迷の中での認識は

　　Ａ . 潜在・将来的な需要はある
　　　　地域の創意工夫を促したい

 一般質問

県
内
の
湖
沼
漁
業
者
の
状
況
？
・
・
・
農
水
省
が
ま
と
め
た
08
年
の
漁
業
セ
ン
サ
ス
（
03
年
前
回
調
査
時
と
比
較
）
で
は
、
経
営
体
数
は
約
５
０
０
（
12
％
減
）、
従
事
者
は
約
８
０
０
人
（
21
％
減
）
で
60
歳
以
上
が
７
割
を
占
め
る
。

戸田　見成

空港開港に伴い、新たな交通結節点とし
て人やものの流れが生まれる。
地域活性の起爆剤として、その効果を地
元に幅広く取り込んでいくか

（茨城空港完成イメージ）
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活動日誌ほか
　

７  

月

２
日	
建
設
常
任
委
員
会 

視
察
研
修
（
～
４
日
）

	
湖
北
環
境
衛
生
組
合 

視
察
研
修
（
～
２
日
）

５
日	

茨
城
県
地
域
女
性
団
体
連
絡
会

６
日	

百
里
基
地
対
策
委
員
会
北
関
東
防
衛
局
陳
情

	

小
川
地
区
交
番
移
転
先
候
補
地
選
考
委
員
会

７
日	

水
戸
神
栖
線
・
玉
里
水
戸
線

	

　

道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

８
日	

総
務
常
任
委
員
会

	

　

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
（
～
10
日
）

11
日	

防
犯
連
絡
協
議
会
設
立
総
会

13
日	

広
域
環
境
事
務
組
合 

定
例
議
会

21
日	

霞
ヶ
浦
北
岸
水
質
浄
化
推
進
協
議
会
総
会

	

議
会
広
報
委
員
会

22
日	

市
民
経
済
常
任
委
員
会 

視
察
研
修
（
～
23
日
）

24
日	

県
東
市
議
会
議
長
会

27
日	

茨
城
空
港
関
連
道
路
整
備
促
進
協
議
会
総
会

	

行
方
・
鉾
田
・
小
美
玉
市
議
会

	

　

空
港
関
連
委
員
会
合
同
研
修
会

28
日	

木
更
津
市
議
会
視
察
来
訪

30
日	

茨
城
空
港
中
央
要
望

	

石
岡
地
方
斎
場
組
合 

視
察
研
修
（
～
31
日
）

31
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

	

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り 

全
体
会

　

８  

月

３
日	

決
算
審
査
（
～
７
日
）

４
日	

柏
市
議
会 

視
察
来
訪

	

新
市
建
設
計
画
推
進
委
員
会

10
日	

ア
サ
ガ
オ
展
示
鑑
賞
会

16
日	

青
少
年
を
育
て
る
市
民
の
会
玉
里
支
部
納
涼
盆
踊
り
大
会

17
日	

茨
城
空
港
推
進
委
員
会 

視
察
研
修
（
～
18
日
）

20
日	

政
治
倫
理
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会

	

湖
北
環
境
衛
生
組
合 

定
例
議
会

21
日	

茨
城
美
野
里
環
境
組
合 

定
例
議
会

22
日	

み
の
～
れ
芸
術
展
開
会
式

24
日	

石
岡
地
方
斎
場
組
合 

定
例
議
会

25
日	

市
民
経
済
常
任
委
員
会

26
日	

病
院
事
業
運
営
評
価
委
員
会

28
日	

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
前
夜
祭

29
日	

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

９  

月

１
日	

議
会
運
営
委
員
会

５
日	
市
内
各
中
学
校 

体
育
祭

12
日	
市
内
各
小
学
校 

運
動
会

	

百
里
基
地
航
空
祭 

特
別
公
開

13
日	

百
里
基
地
航
空
祭

17
日	

社
協
理
事
会
・
評
議
員
会

19
日	

市
内
各
小
学
校
運
動
会

25
日	

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
石
岡
地
区
総
決
起
大
会

	

ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
レ
公
園
基
本
設
計
等
策
定
委
員
会

26
日	

市
内
各
幼
稚
園
運
動
会

27
日	

福
祉
に
っ
こ
り
ま
つ
り

28
日	

霞
台
厚
生
施
設
組
合 

定
例
議
会

29
日	

湖
北
水
道
企
業
団 

定
例
議
会

30
日	

第
４
回 

臨
時
議
会
、
議
会
運
営
委
員
会

	

空
港
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

議員が市民にお金や物を贈ること、また市民から求めることは法律で禁止されています。

お歳暮・
お年賀

入学式・
卒業式

葬式の花輪・
供花

落成式・開店
祝の花輪

病気見舞い 秘書等が代理で出席する
場合の結婚祝

秘書等が代理で出席する
場合の葬式の香典

町内会の集会・
旅行など催物へ
の寸志や飲食物
の差入

お祭りへの
寄附・差入
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皆さんから寄せられた声です　～クイズ・傍聴者の方から寄せられた声を掲載しています～

► 政治について知るべき情報が詰まっており、一緒に参加した気分になります。これから子どもをもう

１人欲しいと思いますので、子育てしやすいまちづくりを願っています。（羽鳥・女性）
►基地周辺に防犯灯がついてとても明るくなり、すごい安心して通れるようになりました。（下吉影・女性）
► 不燃ごみを出すとき（間違ってしまい）なぜ回収されないか分からずにいましたが、羽鳥のコミュニティ

カレンダーの８月号が来たときに納得しました。広報をよく見なかったせいですが、カレンダーは分か

りやすくて助かります。（羽鳥・女性）
► 乳幼児を持つ親子が参加できるイベントを増やして欲しい。（橋場美・女性）
► 前回の広報おみたまにも載っていましたが、瓶の色ごとに捨てるのがとてもやりにくいです。瓶の商

品を買わないように最近はしています。（西郷地・女性）
► ふるさとふれあいまつりに行きました。やっぱり花火はいいですね。もっとたくさん見たかった。（羽

刈・女性）
► 茨城空港どのくらい進んでいるのですか。何か目玉になるものはあるんでしょうか。（羽刈・女性）
► 現在、微力ながら社会福祉協議会の会員として地域社会の貢献に努めています。（幡谷・男性）
► 浄化槽の清掃業者が１社しかなく、料金も他地区に比べて高いので、玉里、石岡地区の業者も許可して、

互いに競争し合って欲しい。（山野・男性）

ご意見・ご感想をお待ちしています

クイズ・声

　 第１３回プレゼントクイズ　＊答えは議会広報 第 15 号の中にあります。

　問題は 3 つです。答えを書いて、下記の応募方法によりお送りください。正解した方の中から抽選で
10 名の方に、森のレストラン “ キャトルセゾン ”（四季の里内）のお食事券 1,000 円分をプレゼントし
ます。たくさんのご応募をお待ちしています。

　　問 ①  第２回定例議会で審議された案件は全部で○○件？
　　問 ②  サザエさんオープニングで流れる本市の希望ヶ丘公園に咲く花はコ○モス？
　　問 ③  第 4 回定例議会の開会日は 12 月○日？

　◇応募方法
　　　はがき・ＦＡＸ・Ｅメールにて、住所・氏名・クイズの答えを明記してご応募ください。
　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想を併せてお寄せください。
　◇応募〆切
　　　平成２１年１１月３０日（月）まで　＊当日消印有効
　◇応  募  先
　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉８３５　“ 小美玉市役所　議会事務局 ” 宛
　　　　　ＦＡＸ：0299-48-1199　Ｅメール：gikai@city.omitama.lg.jp
　　　　　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　   第１２回クイズの当選者
　  29 通のご応募をいただきました。
   当選者は以下の方々です。

　   平井柚木菜 さん　崎尾恵美子 さん　
　   東ケ崎登美子 さん　遠 藤 健 一 さん  
　   笹 島 憲 一 さん　杉 山 直 美 さん
　   田 村 静 枝 さん　片 岡 　 要 さん
　   久保田とみ さん　田村芙美江 さん

第１２回クイズの正解
  問① 第２回定例議会で審議された案件は 2 ○ 件？
　　   	 			   [ 答 → 21 件 ]
  問②  第２回定例議会の開催期間は１○日間？
	 	 	 	 [ 答 → 16 日間 ]

  問③  第 3 回定例議会の開会日は 9 月○日？
				    [ 答 → 9 月２日 ]
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発
　

行
　

小
美

玉
市

議
会

　
編

集
　

議
会

広
報

委
員

会
〒

319-0192　
茨

城
県

小
美

玉
市

堅
倉

835   本
庁

舎
３

階
議

会
広

報
お

み
た

ま
 Ｎ

ｏ
.15

平
成

21
年

10
月

29
日

発
行

　

木
々
の
葉
が
鮮
や
か
に
色
づ
き
、
目

を
楽
し
ま
せ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
議
会
も
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
今
年
度
よ
り
本
会
議
の
模
様

を
テ
レ
ビ
中
継
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
設
置

に
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
傍
聴
に
行
か
な
く

て
良
く
な
っ
た
と
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
議
会
広
報
に
お
い
て
も
「
読
み

易
い
」、「
分
か
り
易
い
」「
親
し
み
易
い
」

紙
面
づ
く
り
に
広
報
委
員
一
同
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
と
議
会
の
架
け
橋
と
し

て
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
藤
井
）

編  
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後  

記

　
　

発
行
編
集
責
任
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良
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島
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山
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信
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岩
本　

好
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

 

中   

村　

強

次の定例議会は
１２月３日（木）開会です

１２月 定例議会  会期日程のお知らせ

   ３日 ( 木 )  本会議（開会 . 議案説明）

   ７日 ( 月 )  本会議（一般質問）

   ８日 ( 火 )  本会議（一般質問）

   ９日 ( 水 )  委員会（～１６日）

1 ７日 ( 木 )  本会議（報告 . 採決 . 閉会）

   ＊日程は変更になる場合があります。

議会を傍聴してみませんか！

　議会の本会議は、本庁舎の３階にある本会

議場で行います。議会の傍聴は、議会が開催

される当日に３階の議会事務局で受付をする

だけです。

　また、より多くの皆さんに議会をご覧いた

だけるよう本庁

舎と各支所１階

ロビーにＴＶモ

ニターを設置し

同時放映を行っ

ています。

　～ これまでの経過 ～

H20.6.25 特別委員会を設置し検討を行う
同委員会を全 9 回開催

H21.5 市民に条例案を公開し意見募集

H21.9.18 条例案を提出、全会一致で可決

H21.10.1 条例施行

「 政治倫理条例 」主な内容
３条「政治倫理基準」
　議員は市民全体の奉仕者として常に自覚し
行動する。自己の立場を利用し特定の者の利
益誘導をしない
４条「契約等に関する遵守事項」
　議員とその配偶者の２親等以内の親族等が
関与する企業は、市または市が関与する公共
団体との契約等を辞退する
５条「政治倫理審査会」
　調査請求があった場合、議員等に対し事情
聴取や資料の提出を求めるなど必要な調査を
する
６条「調査請求権」
　市民は、議員が政治倫理基準や契約の遵守
事項に違反する疑いがあるとき、証拠資料を
添えて調査の請求ができる（有権者 100 分
の 1 の署名押印を要す）
９条「違反の措置」
　審査会が議員の規定違反を認めたとき、議
長は辞職勧告を議会に諮ることができる

市民代表者としてのあり方
市独自の政治倫理を規定

　9 月定例議会で制定した「市議会議員の政

治倫理に関する条例」は、地方自治法で定め

る「兼業禁止」規定を超えて、より厳しく市

独自の政治倫理基準を設定するものです。

　よって法的拘束力は伴わないものの、議員

間、また市民との紳士協定として位置づけ、

議員がこれに反すると認めた場合には辞職勧

告を求めることも規定しています。

（発議２号関連）

（ＴＶモニター）


